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2019 年度ふくしま未来基金 

まちづくり草の根助成制度 募集要項 

2019 年 2 月 15 日 

公益財団法人パブリックリソース財団 

 

 

パブリックリソース財団では、福島の篤志家及び地域貢献を目指す企業からの寄付をもとに、「ふく

しま未来基金」を創設しました。2019 年度も助成プログラムを実施いたします。 

 

＜１．目的と概要＞ 

福島では、東日本大震災に加え原発事故により、人生の再構築がいまだ困難な状況にある被災者の

方々が多くいます。また、震災・原発事故以前から地域社会がもっていた課題は、震災後にその混迷が

深まっています。本助成制度は、これらの課題に取り組む、福島市内、県内の草の根の活動を、柔軟に

支援します。 

 

 

＜２．支援対象となる団体＞ 

市民が自発的に活動する民間非営利団体を対象とします。法人格の有無や種類は問いません。公益社

団・財団法人、一般社団・財団法人、特定非営利活動法人、社会福祉法人、更生保護法人等の非営利団

体。任意団体の場合は、情報公開に努めていることが条件です。 

 

 

＜３．支援対象となる分野＞ 

■福島県内において、被災者の抱える課題の解決や軽減に取り組み、被災者の心と生活の復興に貢献す

る活動。 

■福島市、福島県が誰もが住みやすい、持続可能なまちであることを目指す活動。 

 

＜例＞ 

・被災者を対象にした各種イベント開催、仮設住宅などの訪問活動、コミュニティの活性化、 

 市民の支え合う活動の支援、放射能の影響に関する活動、被災経験や防災活動の承継など。 

・医療、福祉、健康増進、子育て支援、子どもの貧困や虐待防止、教育、就労支援、若者支援、 

 文化・芸能・スポーツ、景観・まちづくり、環境・エネルギー、地産地消、国際交流など。 
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＜４．支援内容＞ 

（１）事業への助成金 

■おおよそ 1 件１００万円。助成申請額は１００万円を上限として記載してください。 

■本助成制度は単年度助成です。しかし、最大 3 回まで同一プロジェクトが採択されることがあり

ます。 

■原則として、助成金の使途に制限を設けません。 

 

（２）ロジックモデル策定支援者派遣 

  ■当基金では、助成対象事業がどのように「誰もが活き活きと生きていける福島」の創造につなが

るかを明確にするために、採択後にそれぞれの事業の「ロジックモデル」の作成をお願いしてい

ます。各事業が目標に向かって効果的に実行されること、そして助成事務局が各事業のロジック

モデルをよく理解することで共に歩み支援することが重要であると考えるからです。ロジックモ

デルを自分たちで作るのが困難な団体・不安な団体につきましては、弊財団よりロジックモデル

策定支援者を派遣します。支援者が貴団体を訪問し、ワークショップを実施して、最終的なロジ

ックモデルを完成させます。 

…… ロジックモデルについて 

「ロジックモデル」は、目的と手段の有効性を確認するために発達した手法で、活動が

どのような直接の結果を生み、それが短期・中期・長期的な成果にどうつながるのかを

整理するものです。 

事業の資源と活動が望ましい結果にどのようにつながるのか記述することで、事業の管

理、改善が可能になります。また明文化することを通じ、事業とその目的を組織内外の

関係者と共有したり、事業の有効性に説得力を持たせたりして、支援の獲得につなげる

ことも考えられます。 

 

（３）財務会計専門家派遣 

  ■財務会計の専門家（税理士等）を派遣し、課題点を整理して技術支援を行います。NPO 等に求め

られる会計書類の作り方や、現在行っている会計処理における悩みなどをお聞きし、より運営が

わかりやすくなる財務会計処理のお手伝いをします。 

 

（４）組織診断 

■採択された案件には、別途５０万円/年を上限とする組織診断を原則として実施します。事務局

にて、団体の規模などに対して組織診断がマッチしないと判断した場合は、その限りではありま

せん。 
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（５）研修への参加 

■採択団体のうち、未受講の方は当財団主催の「ＮＰＯマネジメント講座」「諸規定作成講座」に

参加していただきます。 

 「ＮＰＯマネジメント講座」とは 

ＮＰＯなどの社会的課題の解決に取り組む組織を運営する上での、基礎的な知識を身に付ける

講座です。テキストを使いながら e-ラーニングで回答する通信講座です。また、 

福島市内でのスクーリングを 1 日予定しています。 

※当講座は日本ファンドレイジング協会の認定研修です。全行程を終了すると、認定・准認

定ファンドレイザー資格取得・更新に必要な研修ポイントの一部（15pt）を獲得することが

できます。 

※講座の詳細 … http://www.public.or.jp/PRF/NPO/#torikumi03 

 「諸規定作成講座」とは 

NPO 等の組織を運営する上で、整備すべき規定（就業規定、給与規定など）があります。規定

を作ることは、組織の中で働く人などが、より働きやすくするための環境づくりにつながりま

す。専門的な知識を持つ講師による講座を実施し、規定の定め方や作り方等を学べるようにし

ます。詳細は、採択後のオリエンテーションにてお伝えします。 

 

 

＜５．応募書類＞ 

（１）応募書類 

  ■応募用紙（手書き不可） 

所定の様式を当ホームページからダウンロードしてください。 

  ■添付書類（様式自由） 

 定款（団体規則） 

 直近の事業報告書 

 直近の決算書（あれば貸借対照表含む） 

 その他、必要に応じて説明資料を添付いただくことができます。この場合、説明資料は A４版

（片面）3 ページ以内にまとめてください。3 ページを超える場合は、審査会にて使用する説

明資料を事務局にて精査します。必要なことは極力応募用紙にご記入ください。 

※書類不備は受付けできません。 

 

（２）応募書類 提出先 

  ■応募書類は 2019 年 4 月 7 日（日）必着で、電子メール添付でご送付ください。 

郵送の場合も、4 月 7 日（日）必着となります。それ以降に到着したものは、受け付けられませ

ん。なるべく、4 月 5 日（金）の集荷までに投函してください。 

http://www.public.or.jp/PRF/NPO/%23torikumi03
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■電子メールで応募の場合、件名に「まちづくり草の根助成応募（団体名）」とご明記ください。 

■応募に関してのお問い合わせは、件名に「ふくしま未来基金質問（団体名）」とご明記の上、下

記までお送りください。また、お電話でも受け付けます。 

  ■送付先・お問い合わせ先： 

〒104-0043  東京都中央区湊 2-16-25-202 

公益財団法人パブリックリソース財団「ふくしま未来基金」担当宛 

電話：03-5540-6256  Fax：03-5540-1030 

E-mail：center@public.or.jp 

※期日厳守のご応募をお待ちしております。 

 

 

＜６．選考のプロセス＞ 

（１）選考のプロセス 

  ① 第三者の専門家による審査委員会を設置し、書面による一次審査を行います。 

審査委員会に先立ち、必要に応じて事務局による電話、メール等によるヒアリングをさせてい

ただくことがあります。 

  ② 一次審査を通過した団体には、面談による二次審査を行います。 

    （二次審査の日程は、本基金へ応募いただいた際にご案内します。） 

③ 選考の結果は、書面（メール）でお知らせします。 

 

（２）選考基準 

■ 地域社会の課題を明確に把握しているか 

■ 課題解決や軽減に向けた具体的な方法をもっているか 

■ 計画、実施体制、予算、スケジュールは適切か 

■ これまでの実績、経験（信頼できる団体か） 

■ ミッションとガバナンスは明確か（信頼できる団体か） 

 

（３）採択数 

8 件程度を目安に採択します。 

採択をさせていただく際に、助成金額が申請金額より少なくなる場合があります。 

 

 

＜７．スケジュール＞ ※ 変更する場合があります。 

2019 年 

    ３月 1 日～４月 7 日   公募 
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    ５月中旬           一次審査 （書面による審査） 

    ５月下旬           二次審査 （面談による審査 ＊一次審査通過団体のみ） 

５月下旬        助成金振込 

    ６月         助成対象事業開始（助成対象時期 2019 年 6 月～2020 年 5 月） 

             授与式 

  ６月～        事務局によるヒアリング 

７月         「ふくしまみらいフォーラム」（2018 年度助成団体活動報告会含） 

…… 2019 年度採択団体も出席してください 

8 月         ロジックモデル策定 

9 月以降       経営支援者派遣のマッチング開始 

  １２月        助成対象事業「中間報告書」 

2020 年 

  ４月         継続申請 （未来づくり助成のみ） 

６月                事業対象事業「終了報告書」 

  ７月         「ふくしまみらいフォーラム」（2019 年度助成団体活動報告会含） 

 

 

＜８．手続き等＞ 

助成決定後、応募団体とパブリックリソース財団は「覚書」を取り交わし、所定の手続きを経て助成を

開始します。 

 

［助成金支払］ 

助成手続き完了後 1 カ月以内に振り込みます。 

 

［報告義務］ 

 助成開始後翌月より、毎月「活動報告書」を提出いただきます。 

また、7 カ月以内に 6 カ月間の「中間報告書」を、 

 1 年間の活動終了後 1 カ月以内に「終了報告書」を提出いただきます。 

また、報告会で活動報告していただく場合があります。 

 

［情報公開］ 

助成開始後に組織概要や活動状況、報告された内容などを、 パブリックリソース財団の WEB サイトや

事業報告書、SNS にて情報公開します。 

以上 
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＜連絡先＞ 

■応募書類送付先・公募についてのお問い合わせ先 

公益財団法人パブリックリソース財団 「ふくしま未来基金」（担当：渡辺） 

〒104-0043  東京都中央区湊２－１６－２５－２０２ 

電話：03-5540-6256  Fax：03-5540-1030  E-mail：center@public.or.jp 

 

■現地事務局（公募説明会以外の場面で対面での説明をご希望の方） 

一般社団法人 ふくしま連携復興センター 「ふくしま未来基金」（担当：鴫原） 

〒960-8062 福島県福島市清明町 1-7 大河原ビル 2 階 

電話：024-573-2732  Fax：024-573-2733  E-mail：k.shigihara@f-renpuku.org 


